
【オルケストル・バオバブ・ヒストリー】・・・準備稿

 １９６０年にセネガル共和国が独立するまでは、実質的にセネガル独自のポピュラー音楽は存

在しなかった。それが変化するひとつのきっかけとなったのが、スター・バンドの誕生である。

８月２０日の独立を記念して、イブラヒム・カッセの経営するミアミ・クラブ専属のバンドと

して結成されたのが、スター・バンドだ。主なレパートリーはラテンのカバーで、６０年代は

このスター・バンドに牽引された時代であった。

 このバンドはメンバーの入れ替わりが激しく、６０~７０年代を通じて、主要メンバーたちが

新たにバンドを結成するために脱退していく度、新メンバーの補充を繰り返していった。こう

した中、６０年代末には後にバオバブの主要メンバーとなるミュージシャンが集まった。７０

年代中頃に発売された『ＳＴＡＲ　ＢＡＮＤ　ＶＯＬ．７』というＬＰには、６９年頃に録音

されたと思われるオルケストル・サフ・マウンナデムというバンドの演奏が３曲収められてい

る。このバンドはやがてオルケストル・バオバブとして生まれ変わることになるために、バオ

バブ誕生前夜のサウンドを知る上で興味深い作品となっており、当時のアフロ・キューバンが

中心の演奏が聴ける（ちなみに、このグループのリーダーはサックスのイサ・シソッコで、他

にギターのバテレミ・アテッィソ、ヴォーカルのバラ・シディベ、メドゥーン・ジャロが参加

している）。

 そして１９７０年、バラ・シディベ、メドゥーン・ジャロ、イサ・シソッコ、バテレミ・アテ

ィッソがスター・バンドを脱退、彼らを中心として新たにオープンしたバオバブ・クラブで演

奏するバンドとしてオルケストル・バオバブが誕生。

１９７０年結成時のオリジナル・メンバー

・ Ｂａｒｏｕｎｅ　Ｎ’Ｄｉａｙｅ（ｔｓ）

・ Ｂａｒｔｈｅｌｅｍｙ　Ａｔｔｉｓｓｏ（ｇ）

・ Ｓｉｄｅｔｈ　Ｌｙ（ｂ）

・ Ｂａｌｌａ　Ｓｉｄｉｂｅ（ｖｏ）

・ Ｌａｙｅ　Ｍ’Ｂｏｕｐ（ｖｏ）

・ Ｒｕｄｙ　Ｇｏｍｉｓ（ｖｏ）

 このときリーダーだったサックスのバロ・ンジャエは、すぐにイサ・シソッコと入れ替わるこ



とになる。また結成時のメンバーとして、Ｂｉｔｅｙｅ（ｄｓ）、Ｍｏｕｓｓａ　Ｋｏｎｅ（ｃ

ｏｎｇａ、ｔｏｕｍｂａ）といった名前が挙げられることもあるが、この辺りについてはっき

りしたことは分からない。

 バオバブ・クラブでは上流階級の人間を相手に、ラテンのカバーやスター・バンドのレパート

リーを主に演奏していた。出演は毎週末のみであったが、まもなくステージが毎晩のこととな

った。このことからも当時の人気振りがうかがえる。７０、７１年頃のバオバブ・クラブでの

録音は２枚のＬＰで聴くことが出来（一部ＣＤ化されている）、そのクレジットによるとこの頃

のメンバーは次の通り。見て分かる通り、これから１０年以上にわたってともに活動するメン

バーがすでに揃っている。

１９７０年代初頭のメンバー

・ Ｉｓｓａ　Ｃｉｓｓｏｋｏ（ｔｓ）

・ Ｂａｒｔｈｅｌｅｍｙ　Ａｔｔｉｓｓｏ（ｇ）

・ Ｂｅｎ　Ｇｅｌｏｕｍ（ｇ）

・ Ｓｉｄｅｔｈ　Ｌｙ（ｂ）

・ Ｂａｌｌａ　Ｓｉｄｉｂｅ（ｖｏ）

・ Ｍｅｄｏｕｎｅ　Ｄｉａｌｌｏ（ｖｏ）

・ Ｌａｙｅ　Ｍ’Ｂｏｕｐ（ｖｏ）

・ Ｒｕｄｙ　Ｇｏｍｉｓ（ｖｏ）

 ウォロフなどのネイティブなものに加えて、スパニッシュ、フレンチ、クレオール（アフリカ

化したポルトガル語）などでも歌うことが出来たバラ・シディベとメドウーン・ジャロ、粘っ

こいハイ・トーンに特徴があるグリオ系のレイ・ンバウプなど、バンドの初期から個性溢れる

ヴォーカリストを多数擁していた。特に重要なのはレイ・ンバウプの参加である。グリオ系の

彼はセネガルで初めてウォロフ語でポップスを歌ったと言われ、これまでのひたすらクリーン

なアフロ・キューバンにはない泥臭さや不思議な感覚をもたらすことになった。そしてそれが

後のンバラなどにも計り知れない影響を与えている。不思議なのは、オリジナル・メンバーの

ひとりとされるＲ・ゴミスの名がどのＬＰにもクレジットされていないことだ。

 遅れて、サンルイ出身のベン・ジェルーン（リズム・ギター）とナイジェリア出身のピーター・

ウド（クラリネット）が加入する。また、ソラーノ劇場での仕事を掛け持ちしていたレイ・ン

バウプが必ず姿を現すと限らなかったので、クラブ・オーナーの希望により彼の代役を務めら



れる歌手のオーディションを実施、ここで「Ｄｅｍｂ」を歌ってレイに対する敬意を示した天

才少年チョーン・セックが文句なしに選ばれた。しかしチョーン・セックは若すぎるという理

由から、加えてＮ．Ｄｉｅｎｇも加入（７２年）。実際、７７年に加入したする資料もあるので、

実際チョーン・セックのバオバブでの活動は限定的なものだったのかも知れない。

１９７０年代中~後期のメンバー構成

・ Ｉｓｓａ　Ｃｉｓｓｏｋｏ（ｔｓ）

・ Ｂａｒｔｈｅｌｅｍｙ　Ａｔｉｓｓｏ（ｇ）

・ Ｐａｐｅ　Ｂａ（ｇ）

・ Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｎｄｉａｙｅ（ｂ）

・ Ｐｅｔｅｒ　Ｕｄｏ（ｃｌ、ａｓ）

・ Ｍｏｕｎｔａｇａ　Ｋｏｎｔｅ（ｔｕｍｂａ）

・ Ｂａｌｌａ　Ｓｉｄｉｂｅ（ｖｏ）

・ Ｍｅｄｏｕｎｅ　Ｄｉａｌｌｏ（ｖｏ）

・ Ｌａｙｅ　Ｍ’Ｂｏｕｐ（ｖｏ）（~７５年まで）

・ Ｎｄｉｏｕｎｇ　Ｄｉｅｎｇ（ｖｏ）

・ Ｔｈｉｏｎｅ　Ｓｅｃｋ（ｖｏ）

・ Ｒｕｄｙ　Ｇｏｍｉｓ（ｖｏ）

 ところが順風満帆だったかれらの活動に大きな悲劇が襲う。１９７４年、Ｌ・ンバウプが自動

車事故死（ただし死亡年を７５年とする資料も多く、７０年代にＢＵＵＲレーベルから発売さ

れた彼の追悼盤シングルには、死亡日が１９７５年６月２３日と明記されている）。

 ７０年代中頃の録音はやはりバオバブ・クラブでなされたものがＬＰ５枚分残っており、ＢＵ

ＵＲレーベルからリリースされている（一部ＣＤで聴くことが出来る）。ラテン風の演奏が多く、

かなりムーディなものもある。その一方で、かなり過激な作品も混じっている。タマやティン

バレスが連打され、ヴォーカル陣がシャウトを繰り返すもの、ＪＢ張りのどファンクなどもあ

る。いち早くロックを演奏していた隣国ガンビアのスーパー・イーグルズなどからの影響も明

らかだ。また逆にユッスー・ンドゥールらに与えた影響も間違いなくあったことだろう。ナン

バーワンとともに、当時のセネガルとしては突出して進んだサウンドを展開していた様が伝わ

ってくる。もしもこうした方向性を強めてアフロ・キューバンから完全な脱皮を成し遂げてい

たら、またレイ・ンボウプが生きていたら、一体どんなバンドに変身していたかと考えると、

興味深いものがある。なおこれらのアルバムにもルディ・ゴミスのクレジットはなく、レコー



ディングには不参加だったのかどうか、不可解だ。

 １９７７年４月　拠点をバオバブからジャンディール（後のキリマンジャロ）に移転。これに

はバオバブのクラブ・オーナーが交代したことが大きな理由と思われる。さらに、バラフォン

やンガラムというクラブに移籍（バオバブ・クラブは７９年に閉店）。ジャンディール時代の録

音は２枚のＬＰに残されている（うち一枚はその名も『ジャンディールの一夜』と題されてい

る）。

１９７８年６月パリに渡り、その後マルセイユへ。 １９７８年１２月帰国。フランスには

５ヶ月間滞在して、レコーディングも実施（２枚のＬＰと１枚の１２インチ・シングルとして

リリース）。だがビジネス的には失敗だった。上り調子一辺倒だったバオバブに後退の兆しが見

え始めたのはこの頃と言えるだろう。

 １９７９年チョーン・セック脱退、かわってチョーン・セックの弟のマペンダ・セックが加入

１９８０年代初頭のメンバー構成

・ Ｉｓｓａ　Ｃｉｓｓｏｋｏ（ｔｓ）

・ Ｂａｒｔｈｅｌｅｍｙ　Ａｔｔｉｓｓｏ（ｇ）

・ Ｐａｐｅ　Ｂａ（ｇ）

・ Ａｄａｍａ　Ｓａｒ（ｇ）

・ Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｎｄｉａｙｅ（ｂ）

・ Ｍｏｕｎｔａｇａ　Ｋｏｎｔｅ（ｔｕｍｂａ）

・ Ｂａｌｌａ　Ｓｉｄｉｂｅ（ｖｏ）

・ Ｍｅｄｏｕｎｅ　Ｄｉａｌｌｏ（ｖｏ）

・ Ｎｄｉｏｕｎｇ　Ｄｉｅｎｇ（ｖｏ）

・ Ｒｕｄｙ　Ｇｏｍｉｓ（ｖｏ）

・ Ｍａｐｅｎｄａ　Ｓｅｃｋ（ｖｏ）

 帰国後もコンスタントに新作をリリースし続けていた（ＬＰからカセットへの移行時期でもあ

った）が、グループの人気に翳りが出始めた。スター・バンドから大量にメンバーが脱退して、

ユッスー・ンドゥールらが１９７９年に結成したのがエトワール・ドゥ・ダカール、これが１

９８２年に再分裂してシュペール・エトワール・ドゥ・ダカールとエトワール２０００となる。

彼らのサバールやタマといった伝統楽器のハードなリズムを中心に据えた若々しいサウンド、

ユッスー・ンドゥールというカリスマに牽引されたンバラという斬新な音楽に、多くの若者が



圧倒され、かつて一世を風靡したバオバブのサウンドは古くさいものととられてしまった。

 ラテン音楽に固執する考えと新しいサウンドへの移行を図る考えが対立し、バンド・メンバー

の離散が始まる。結局、後に『ＰＩＲＡＴＥＳ　ＣＨＯＩＣＥ』としてＣＤ化される１９８２

年スタジオ・セッションが、彼らのサウンドが輝いていた最後となってしまう。

 １９８４年頃、ヴォーカルのＭ・ジャロとＮ・ディエンが脱退、その後Ｍ・ジャロは元スター

バンド、ナンバー・ワンのパぺ・セックらとニューヨークでサルサ・グループ、アフリカンド

を結成して大成功を収める。

 １９８６年には、ギターのＢ・アティッソとヴォーカルのＲ・ゴミスが脱退。オリジナル・メ

ンバーとして唯一残ったＢ・シディベを中心に、ＢＡＯＢＡＢ　ＮＥＷ　ＬＯＯＫと名乗り活

動継続。サバールや女性ボーカルを導入したものの不成功に終わり、１９８７年にグループは

解散、２０年近いオルケストル・バオバブの歴史に幕が下ろされることとなる。

 こうしたグループの衰退・消滅とクロスする形で、彼らの再評価が進んだのだから、面白い。

欧州の一部で８２年のセッションの録音が違法コピーされて評判となり、これらの曲がワール

ド・サーキットの手によって復刻された。海賊版として出回った（パイレートされた）ことか

ら、ＬＰとＣＤは『ＰＩＲＡＴＥＳ　ＣＨＯＩＣＥ』と題された。９２年には同じワールド・

サーキットにより大失敗に終わった７８年滞仏時のセッションもＣＤ化。９８年と９９年には、

それぞれオランダのダカール・サウンドとドイツのポピュラー・アフリカン・ミュージックに

よって、７０~７７年のレアな録音までもがＣＤ化された。さらに２００２年には８２年にセ

ッションの１２曲が完全復刻されるに至る。 そしてこうした動きの裏で同時進行していた

のが、バオバブ再結成プロジェクトなのである。

２００２年再結成メンバー

・ Ｉｓｓａ　Ｃｉｓｓｏｋｈｏ（ｔｓ）

・ Ｔｈｉｅｒｎｏ　Ｋｏｉｔｅ（ｓｓ、ａｓ、ｔｓ）

・ Ｂａｒｔｈｅｌｅｍｙ　Ａｔｔｉｓｓｏ（ｖｏ、ｇ）

・ Ｌａｔｆｉ　Ｂｅｎ　Ｇｅｌｏｕｎｅ（ｇ）

・ Ｃｈａｒｌｉｅ　Ｎｄｉａｙｅ（ｂ）

・ Ｍｏｕｎｔａｇａ　Ｋｏｉｔｅ（ｄｓ、ｃｏｎｇａ）

・ Ｂａｌｌａ　Ｓｉｄｉｂｅ（ｖｏ、ｔｉｍｂａｌｅｓ）



・ Ｒｕｄｙ　Ｇｏｍｉｓ（ｖｏ、ｍａｒａｃａｓ、ｃｌａｖｅ）

・ Ｍｅｄｏｕｎｅ　Ｄｉａｌｌｏ（ｖｏ）

・ Ｎｄｉｏｕｎｇ　Ｄｉｅｎｇ（ｖｏ）

・ Ａｓｓａｎｅ　Ｍｂｏｕｐ（ｖｏ）

２００１年　ＷＯＭＥＸ（オランダのロッテルダム）で初の再結成ステージ（Ｉ・シソッコは不参加）

２００１年１１月　　　新作レコーディング（ロンドン、パリ、セネガル）

２００２年６月２２日　セネガルのサンルイでのライブ

２００２年７月９日　　アメリカ・ツアー開始

２００２年７月３０日　ＷＯＭＡＤ（ＵＫ）出演

２００２年９月２３日　『ＳＰＥＣＩＡＬＩＳＴ　ＩＮ　ＡＬＬ　ＳＴＹＬＥＳ』英国リリース２００２

年１０月８日　『ＳＰＥＣＩＡＬＩＳＴ　ＩＮ　ＡＬＬ　ＳＴＹＬＥＳ』米国リリース２００２年１０月

１７日~　欧州ツアー（イギリス、ドイツ、スペイン、フランス、ベルギー、オーストリア、アイルラン

ド、オランダ）

２００２年１月　　　　『ＳＰＥＣＩＡＬＩＳＴ　ＩＮ　ＡＬＬ　ＳＴＹＬＥＳ』日本盤リリース（予定）
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